
発表№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

発　表　形　式

達成感を味わえるQCサークル活動へ

豊田
トヨダ

合成
ゴウセイ

株式会社
カブシキガイシャ

　森町
モリマチ

工場
コウジョウ

松尾
マツオ

　正人
マサト

工場事務局の業務を引き継ぎ、低迷していた
QCサークル活動に「達成感」を味わってもらい、
PDCAのサイクルを回せる人材育成を進めるため
に、様々な問題点を改善した事例です。

サークル当たり人数 ：10名 年間テーマ完了目標 ：2件

《事業所名》　　　森町工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属・職位）WS企画部　WS業務室

発表のセールスポイント

職場紹介 　会社名：豊田合成株式会社 ＰＣ

担当部門構成人員  ：580名 担当部門サークル数 ：４１

豊田合成は愛知県清須市に本社を置き、世界17の国と地域で61の

グループ会社を展開しています。

高分子技術をベースに、自動車の内外装部品、シール部品、機能

部品やLED製品、産業用機械の部品などの生産販売をしています。

森町工場では、車への雨、風の侵入を防ぎ、外部騒音を遮断し車

内を快適にする ボディｼｰﾘﾝｸﾞ部品や自動車の基本性能である「走

る」「曲がる」「止まる」を支えるホース部品、を生産しています。

森町工場は1976年に操業開始し、名前の通り周囲を森に囲まれた

緑豊かな環境の中で約１３００名の人が働いています。

豊田合成のQCサークル組織は、TQM推進部部長が全社推進委員

長をつとめ、各部門に推進責任者、推進委員長、部門事務局を設

けています。

部門事務局は全社推進委員長会議や事務局会議での決定事項や

検討事項を、担当する部門の各課事務局に展開をします。
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森町工場はWS領域とFC2領域が同居している工場で、QCサーク

ル組織はこのようになっており、工場全体で41のサークルを持って

います。

森町工場のQCサークル活動は、工場が操業開始して間もなく始まり

ました。当時は新しい工場ということもあり、若い従業員がほとんどで、

QCサークル活動を定着させ、活気のある工場にしようと毎月のように

事例発表会を開催。自己研鑽、相互研鑚につとめました。

工場に併設された健康管理センターを使って事例発表会も開催、やが

て参加人員も多くなりましたが、現在はコロナ禍で工場内の会議室を

メイン会場として、リモートでの発表会開催となっています。

私は1981年に入社、製造部で業務を進めてきましたが、2008年に

岩手工場に赴任。多くの方と関わることができ、とても貴重な時間を

過ごすことができました。

森町工場に帰任後、2012年にQCサークル静岡地区幹事を拝命。そ

れまで以上にQCサークルに深く関わることとなり、2017年途中から、

前任者から森町工場のQCサークル事務局を引き継ぎました。

前任者から工場事務局を引き継いだ時の状況です。

活動や発表に喜びや達成感を感じることは出来ませんでした。

活動の目標として、会合時間は月に120分以上確保すること、

C/Dレベルサークルの比率を30%以下にしようという目標がありま

したが、当時の森町工場の状況は、会合時間、C/Dレベルサーク

ル比率ともに、目標の足元にも及ばない状況でした。

私の想いとして、「QCサークル活動は単なる改善活動ではなく、人材

育成の活動である。PDCAのサイクルを回せる人材を育てるには、QC

サークル活動が最適」というものがあります。

そこでまず、活動時間を確保できるように仕掛ける事、またQCストー

リーやQC手法をしっかりと身に付けてもらうこと を工場事務局の自分

の役割とし、この二本の柱を軸にして、活動を進めてきました。

会合時間が確保できない理由として、「会合を開く日程が決まらない」「メン

バーが集まらない」「生産優先になる」などの意見が多く出ましたが、月曜日の

朝、設備の昇温時間を利用したり、メンバーで話し合い、やりやすい時間に設

定するなどのアドバイスを繰り返した結果、WS、FC2それぞれの平均会合時

間は毎年向上。目標の120分確保までもう少しとなりました。

120分以上を確保するサークルの比率も向上しています。



QCストーリー、QC手法を身に付けてもらう為に、まず行った事と

して、弱点を見極める事です。

各サークルのレベル評価結果を解析し、サークルごとの弱点を

見える化。結果としてX軸の（ハ）QC手法の使い方とまとめ方、

（ホ）改善技能・改善能力の2項目が極端に低いことが分かりまし

た。

QCサークルの勉強は自己啓発、相互啓発が基本ですが、その道

具が無いのが実情で、書籍は高価。

個人で買うには負担が大きくなります。

そこで社員の多くが利用する食堂の一角に、「QCサークル図書館」

を設置。従来からあった書籍に加え、新規購入、QCサークル誌や

各大会の報文集、PCや先輩方の活動事例などもそろえ、

誰でも気軽にQCサークルの勉強ができるようにしました。

QCサークル静岡地区の基本研修会の内容を工場内に展開したり、

QC手法だけでなく、事例の纏め方や原稿の作り方なども試行錯誤して

資料を作成、勉強会を開催しています。

また製造課の要望に応え、課単位での勉強会も開催。

若い人や期間社員の方など、今までQCサークル活動にあまり馴染み

の無かった人からも、有意義な勉強会だったと評価をもらい、同時に熱

心に勉強する若い人たちを頼もしく思える時間でした。

せっかく勉強会に参加しても、その内容を活用しないと勉強したことを

忘れてしまいます。

そうならないように、参加者の方には学んだことを各サークルや職場内

に展開して頂くことを義務付けました。

これにより、「教える」ことの経験値を上げることもできます。

また教えたことで気づきも有り、これらは今後の自己研鑽の基となりま

す。

各サークルの会合議事録について、決まったフォーマットを展開、議事録の内

容について、係長、課長からコメントをもらったあと、工場事務局の私に回覧さ

れるしくみを作りました。

コメントには「ダメだから直しなさい」ではなく、「次の活動ではこんなことに気を

付けよう」というコメントを心掛けています。やり直しをさせると計画に遅れが

発生しますし、サークルリーダー、メンバーのやる気を削ぐ事にもなりかねま

せん。次回の活動で、少し気を付けていれば展開できるような事を助言させて

頂いています。

全社大会や静岡地区大会に出場する際には、事例のブラッシュアップが必要

になります。せっかく活動したのに、事例にうまく表現できていない事が多く、

結果として大会で評価されません。

事例を私が修正するのは簡単ですが、それをしてしまうとリーダーやメンバー

の士気が下がりますから、まずは私が気づいた点を事例に書き込み、それを

基にサークルで事例を修正してもらいます。

この形でブラッシュアップを続けた結果、ピカットサークルが全社大会、静岡地

区大会で大きな結果を出してくれました。



工
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ピカットサークルは2020年に結成された新しいサークルで、ベテランと若手が

同居したサークルですが、女性メンバーの「がんばりたい気持ち」をすごく感じ

るサークルです。ベテランメンバーが若手メンバーにQC手法やQCストーリー

を教えながら活動することで、相互研鑚を実現させています。

今回全社大会で金賞を受賞したことで、「嬉しかったです。自信に繋がりまし

た。おめでとうって言われる回数が10倍になりました」と、達成感を感じてくれ

たようです。

入社２～３年の若い人がした経験は、今後の大きな財産となるはずです。

サークルへの支援活動として、今年度、リーダー交流会を開催しました。

リーダーの困りごとや要望を吸い上げる場を、改めて設定したものです。

リーダーの困りごとに事務局が答えるのではなく、リーダー同士でディスカッ

ションをして解決策を探すことで、問題を共有できるだけでなく、リーダー同士

の横のつながりも芽生えたようです。

困りごとの内容を層別すると、職制のフォロー不足という問題が浮き彫りとなり

ました。

豊田合成には「年間優秀サークル」の制度がありますが、従来の森町工

場の選出基準は疑問を感じました。

やはり頑張ったサークルには、それなりの褒賞が必要です。

がんばった結果を見るために、発表の成績だけでなく、各種提出率や大

会・研修会への参加数もポイント制にして総合ポイントが高い順に各省を

決めることとしました。

単にポイントを見るだけでなく、提出物の状況なども確認出来、一石二鳥

です。

効果の確認として、まず全社目標値に対する結果です。

会合開催時間は大幅に伸ばすことができましたが、まだ目標の

120分以上には届いていません。

またサークル別にみてみると、確保できているサークルと出来て

いないサークルの差が顕著であることから、今後も引き続き指導

を続けていきます。

C/Dレベルサークルの比率については、21年度目標の20%以下を

達成。

弱点であるX軸（ハ）、（ホ）についても確実に向上しています。

今後の進め方については、勉強会を定期的に開催するなど、今の

活動を基本的に継続していきます。

またサークルレベルについてはAレベルサークルが少ないため、弱

点克服とともに、TQM推進部と協業でAレベルサークルを増やし森

町工場のQCサークル活動を牽引してもらいます。

ご清聴ありがとうございました。


